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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

○ Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究では、磁場などの物理的摂動条件下で構造異方性などを有する様々な高分子材料の作

成に成功している。例えば、酸化チタンのナノシートを外部磁場により整列させ、ラジカル重

合を利用して合成したハイドロゲルで包み込み、酸化チタンの静電反発を利用するというこれ

まで存在しなかった外部圧力に異方性を示す材料の開発や、湿度の違いに応答して変形する材

料、水分量によって色が変化する材料などである。これらの開発は、高分子材料分野における

イノベーションと呼ぶに相応しい研究成果であり、本研究は、当初目標を超える期待以上の成

果が見込まれる。 

 


